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fle の結晶での核の運動の corrlaもionの扱い方 も電子の correlation
の叡扱いに直接応用できそうです.電子の海の中で相互作用する二つの電子間









格を どう詞和させるか というて とで､ これは来年度以降の似た計画にも大問題
の一つとして残ることでしょうO 今年のmeeもingでも school としての性
格があったか らこそ私なども参加させて.いただいたので. その点す こぶ るユニ･
-クであ り､ 新聞などでt二つの国際会議 "として京葛 Conferenceとな ら
べて取上げているのは見当違いだと思います｡ もっとも_この種の国際交流の少
い我国で.全 く school として徹するのは困顛でしょう｡その点をどう諸整す
べきかは各人各様の意見があると思し†ますが､比の種の試みは今後色々な影で
段々と盛んになっていって是非はしいものであ り. 数多 くなれば scho01の
性格の濃いものがあって良いのではないかというのが私の感想です.‥′
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んどの時間を重 し七しまった場合もあったことと思う.全体 としてはし私がプ tJ






講義 と infoTmal占ess.ionとの性格は､.轟 く常識的には､ それぞれ素人向き
と専門家向きということになるであろうが､実瞭の出席者か らは全員向きと勤勉
家向きという様な結果に見受 けられた｡後者は飛入 りの話がかな りの部分を占め
た事情もあったものの､ニー つの sessionで話題が多方面に旦ったり､プ ログラ
ムがその日になって変更されたこともあり.悪い意味でも informalだ?たO .
その他,運営上のこまかい点では､一集 りの前に配 られTCcircuユar なども含




う0 時に将来外国か らの参加者も増えると思われ るか らより大切なことになる｡
アカデ ミー-クスでの生活面ではかな り不満を感じたし､ そのような芦も>聞か
れたが､止むを得ない事情もあったろうし､多 くはアカデ ミー-クス自体の問題




費や科研費か らや りくりしそ参加することを考えれば､ また今後期間やミ長くな
る様なことになれば無視できない問題である｡
今回二つ年目まとんど独立な inBtitd七eが第一温 '第二週とし`て開かれたこ







これか らも夏の学校は機会があれば出席したいがl 収容人員が限 られ る様な




西 ′川 恭 治 (京大理)
鹿 部 一三 雄 (東北大理)
今回の ‡ns七ituもeの主な目的は日本 と外国の第一線研究者の問の直接の
学問的交海 にあったと思う｡その意味で､`今回の InsTitu一七昌は大変有効で
あったと思うし､その粗放運営に当られた方々の勧努力t布苦労には深く,感
謝しているQそして今后ともこの種の研究会がいろいろな形で行なわれる事
を望み､そめた■めに､我々もできうる限 りのお手伝や､をさせてい,ただきたい
と願っているC
こう書 くと､我々が反省会の席上でのべた若手批判的な意見を想い出され
る方があると思うO 我々はあの席上での我々の態度が農産不適当で､ 亘ゐた
めに多くの苦言を招いた事を後悔している/ しかし首時に､我々は､我々d)
発言内容が必ずしも∵見当違いではなかったと思 うので､ 改めてここにそれを
くり返したいと思うO /
第-に､我々は参加者の構成をもつ と若い人本位にする事ができるのでは
ないかと思うO 元来.多額の労力を払ってこの様な Insもitutdを持った理
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